
会 議 録 

１．用   務  第２回平泉町観光審議会 

２．月   日  令和５年３月 28日（火）14：00～16：00 

３．用 務 先  平泉町役場２階 庁議室 

４．出 席 者  別紙委員名簿のとおり（12人中 10人出席） 

５．挨   拶  青木町長 

６．協   議 

(1) 令和４年度事業報告・令和５年度事業計画について 

   ⇒別紙に基づき、事務局より説明。 

（質疑・意見） 

 ○５月３日春の藤原まつり源義経公東下り行列で臨時駐車場として利用した平泉スマー

トインターチェンジ駐車場は、どのぐらいの利用台数があったか。 

  ⇒約 500 台の利用があり、町営駐車場と町内の臨時駐車場で入りきらなかった車両を

うまく誘導して、車両の混雑を軽減することができた。 

  

○道の駅平泉にもインバウンドの観光客が来ているが、東北観光推進機構では、韓国や

台湾に力を入れると聞いている。例年の３月より観光客が多いと感じるが、町内の巡

回バスが運行しておらず、二次交通の面では遅れている。 

  ⇒巡回バスについては、町や観光協会から岩手県交通にコロナ前の状態に戻してもら

うよう働きかけを行っているが、このコロナで乗務員自体が減り、運航体制が組め

ないでいると聞いている。今年は、４月中旬から土日のみの運行と聞いているが、

平日も運行するよう要請していく。 

 

○他のスマートインターの事例で、買い物のために一時退出・再進入で高速に乗り続け

ることができる制度を提案していたが、ネクスコに働きかけてみたか。また、キャラ

バン活動を精力的に行っているようだが、戦略的に行っていく必要があるし、団体旅

行から個人旅行にシフトしてきているので、個人客へ訴求する取り組みも必要になっ

てくる。 

 ⇒スマートインターチェンジの件は、ネクスコに問い合わせはしていないが、インタ

ーから道の駅までの距離などの条件がいくつかあるようなので、制度を調べて改め

て報告する。 

 

○令和９年度まで中尊寺関連の 900年事業が続くが、藤原秀衡公の没後で言うと令和 10

年度が 900年にあたる。 

     

○平泉スマートインターの活用として、常設のステージなどがあるとイベントを組みや

すいのではないか。また、最近、世界遺産の石見銀山で観光客が腐食した柵に寄りか

かって柵が倒れ川に落ちて死亡するというニュースが流れた。ウォーキングトレイル



の木道もだいぶ腐食が進んで安全性に問題があると聞くが、木のように見せかけたコ

ンクリート材というのも最近はあるので、検討してみてはどうか。 

     ⇒駐車場内のステージについては、管理担当課である建設水道課に確認は取るが、ス

テージの常設は目的外使用になるかと思うので制度を確認する必要がある。木道の

安全性についても、建設水道課で破損個所を都度修理しているが、設置から相当年

数が経過し老朽化が著しいため今後の課題となっている。 

  

○コロナも落ち着き、秋田港発で青森経由の北海道まで行くクルーズ船が 20件以上就航

していると聞くが、岩手の方にも回る航路など、県に働きかけてみるのはどうか。 

  ⇒観光関連の会議でも機会を見て話をしてみる。 

 

⇒以上協議結果、承認 

 

(2) 平泉町観光振興計画について 

   ⇒別紙に基づき、事務局より説明。 

（質疑・意見） 

 ○計画（案）P25 に農業遺産と絡めて「稼ぐ観光地にする」とあるが、道の駅で採れた

野菜などを販売する人は 100円で売ったら 10円ぐらいの儲けしかない状態で、生産し

たものを自ら加工して付加価値を付けて販売した方が、儲けが出るもの。町営毛越寺

内に農産加工施設はあるものの誰もが使用できるものではないことから、もっと一般

の人が使用できる加工場を増やしてほしい。 

 

 ○家の前を通る観光バスを気にしてみているが、その同じバスが２時間後にまた見ると

いうことは、滞在時間が短いということ。もっと平泉で長い時間過ごしてほしいと感

じる。 

 

 ○最近の観光バスは、団体客を飲食店等でおろすと、スマートインターに移動して待機

しているバスが多い。 

  

○時々、道の駅にも空のバスが来ることがあり運転手が休憩しに来ているのだと思うが、

道の駅に寄ってもらうことから始まるので、空でも良いのでどんどん道の駅に誘導し

て欲しい。 

    

○岩手県立平泉世界遺産ガイダンスセンターが４月から有料になると聞いているが、中

尊寺や毛越寺、達谷窟などは、無料拝観券を町民に配布して改めて世界遺産を見てい

ただくことをしている。県のガイダンスセンターでも、ただ有料にするということだ

けではなく、町民が見学しやすい仕組みを作ることも必要ではないか。また、町の文

化遺産センターでは 900 年事業に向けた展示を行うと聞いているので、文化財サイド

とも連携して取り組んでほしい。 



 

○空き家・空き地対策で、特定空き家になると固定資産税の減免がなくなると聞くが、

空き店舗補助事業や店舗リフォーム補助の取り組みだけでは弱いので、もっといろ

んな制度を考えて取り組んでほしい。 

 

⇒以上協議の結果、平泉町観光振興計画を承認 


